
えー！「木製樹物（もくせいたてもの）」の軸棒は…

　　　　なんと！長さ2.4ｍもあったのだー！

【連絡先】山梨県埋蔵文化財センター　資料普及課資料第２担当（森原・森屋）
〒400‐1508　山梨県東八代郡中道町下曽根923　電話055‐266‐3016　ﾌｧｯｸｽ055‐266‐3882
　 　e-mail    morihara-thb@pref.yamanashi.lg.jp
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第10号トレンチの南側拡張調査区で見つかった「木の埴輪」とも呼ばれる「木製樹物（もくせい
たてもの）」については、第27号で出土状況をお伝えし、第30号で復元案をご紹介しました。
今回は取り上げ後の簡易クリーニング作業を終えた長い「棒状木製品」についての続報をお伝えしましょう！

　今回、ご紹介するのは第10号トレンチの南側拡
張区から見つかった棒状木製品のうちの３点だ
よ。

□10T-№⑮…長さ160㎝、太さ３㎝の棒状木製品
　　　　　　　　　　下端が鉛筆状に尖らせてある
よ。
□10T-№②…長さ35㎝、太さ３㎝の棒状木製品
　　　　　　　　　　上端に「ホゾ」加工があるよ。
□10T-№③…長さ45㎝、太さ３㎝の棒状木製品
　　　　　　　　　　⑮と②の間かな？

　この３点は出土した段階から「どうやらつながる
かも知れないな－」と思っていた３点なんだ。⑮に
は下端が残っているし、②には上端が残っている
から、つながると使われていた当時の棒の長さが
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うひゃ－高ーい！

←折れた部分を丁寧にクリーニングし
たら、このようにつながることが確認で
きたんだ。全長2.4ｍ、太さ３㎝の円柱
状の棒であることがわかったよ。

　ついでにいろいろ観察してみたよ。
①上端のホゾは約２㎝の方形に加工
されているよ。２㎝方形は一緒にでて
きた円盤状製品（№⑪）の中央の穴と
ほぼ同じなのさ！

②棒状木製品の表面はところどころ焼
け焦げているよ。特に上端から35㎝く
らいの部分はやせ細るほど著しく焼け
ているんだ。なんでだろうねー。

③下端は丁寧に鉛筆状に尖らせてあ
るよ。金属器で削ったみたいにね。

③下端は丁寧に鉛筆状に尖らせてある

②棒状木製品の表面は焼け焦げている

①上端のホゾは約２㎝の方形に加工されている

軸棒の全体像がわかったので、円盤などと
合わせると全長2.6ｍくらいはあったことが判明！


